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【喫煙エリアを移設し日除けタープを設置】

通勤時の導線改善と夏季の暑さ対策を目的に、御津工場の喫煙エリアの移設と日除けタープの設置を

行いました。

【目的】

御津工場では、朝の通勤時に多くの従業員が通行する導線上に喫煙エリアがあり、受動喫煙や

安全面への配慮が必要とされていました。そこで喫煙エリアを移設し、さらに移設先には夏季の

直射日光を避けるための日除けタープを設置しました。本社工場と同様に、タープの色はユアサ

工機のイメージカラーである青色を採用し、工場間で統一感のある環境づくりを進めています。

【効果】

・通勤導線の安全確保

従業員の動線上から喫煙エリアを移設することで、受動喫煙の防止などにつながります。

・熱中症予防、安全対策の一環として

タープにより直射日光を遮り、喫煙所を利用する際の体への負担を軽減し、暑さによる

リスクを抑えることができます。

・環境整備を通じた健康配慮の推進

安心して休憩できる場を整えることで、従業員の健康維持と快適な職場環境づくりを

目指します。

【移設後の喫煙エリアの写真】
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